
第３編 諸外国における優生学・

優生運動の歴史と断種等施策 



 
第 3 編 諸外国における優生学・優生運動の歴史と断種等施策 

 
本編では、諸外国に関する調査の結果をまとめた。 
優生学は様々な学術領域の科学者が関わるものであったと同時に社会的運動の側

面があった。遺伝学を基礎に国民集団を形成しようとする考え方が国際的に広まり、

各国政府・自治体やその医療福祉部門に加え、学協会・研究機関の主張・運動が当時

の施策に影響を与えた。 
第 1 章では、優生学・優生運動の歴史と概要を取り上げ、第 2 章から第 6 章では、

各国・各地域の歴史・制度をまとめた。特に優生学・優生運動の歴史において重要な位

置を占めるアメリカ（第 3 章）、ドイツ（第 4 章）、スウェーデン（第 5 章）、イギリス 

（第 6 章）について重点を置いて調査を実施した。 
19 世紀末以降、諸外国で優生学的施策が採用された。国民の遺伝的な質の確保の

ために有効とみなされた断種をその施策に取り入れる国もあり、そのほかには婚姻制

限、施設への隔離、移民の排除なども行われた。また、子の養育能力が欠如している

とみなされた知的障害者等への社会的事由による断種を行った国もあった。一方、国

によっては、これらの理由・目的が拡大解釈され、断種が行われた例もあったとされ

る。断種手術の同意の要否にも国によって違いがみられる。ただし、同意を要する国

でも、実際には強制に近い断種の事例もあったとされる。 
アメリカ、ドイツ、スウェーデンでは、20 世紀前半に、断種法が制定され、近年に

なって国・州が断種施策の被害者への補償を行っている。イギリスは代表的な優生学

者が存在し、優生学発祥の地とされ、施設への隔離政策が採用された一方で、断種の

法制化には至らなかった。 
その後、環境が遺伝的影響を変えるとする研究も見られ、断種を含む優生学的施策

への批判が展開された。諸外国では、家族計画・避妊を目的とした同意の下での断種

手術は残しつつも、本人の同意のない断種の廃止が進められた。 
本編の調査に当たっては、文献調査に加え、有識者へのヒアリングを実施した。古

い時代の海外文献を基にした調査も含まれ、諸説が存在することもあり、現代の語と

意味内容が異なる場合や、用語が統一されていない場合もある点にご留意いただきた

い。 
 
本文中、不当・不適切な差別的表現が含まれるが、当時の状況を反映した表現とし

てそのまま記載したものである。 
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